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1.公益財団法人 日本鳥類保護連盟 総裁賞（1件） 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

北海道 藤巻
ふじまき

 裕蔵
ゆうぞう

 
1）長年にわたるエゾライチョウの生態研究、北海道における

鳥類の分布に関する研究の成果を学術誌に発表してきた

ほか、国内外における希少鳥類の保護・保全のための調査

を実施してきた。 

2）エゾライチョウの研究では、飼育下と自然条件下において

この種の繁殖生態、成長、食性、生息環境、生息数調査法、

齢査定法ついて研究し、生息数が急減しているこの種の保

護管理システムを構築するための基礎づくりをした。さら

に韓国、ロシア沿海地方、サハリンでも調査を実施し、北

海道における研究成果と比較し、生息数減少の原因をさぐ

った。 

3）希少鳥類の研究では、ロシア沿海地方でナベヅル、コウノ

トリ、シマフクロウ、ワシミミズク、サハ共和国でオオハ

クチョウの生息状況、繁殖生態についてロシアの研究者と

共同調査を行った。繁殖地で得られた知見は、日本におけ

るこれらの種の保護対策を立てる上でも役立った。エゾラ

イチョウの研究に基づいて保護管理の基礎をつくったこ

と、日本とロシアの鳥類研究者の交流を推進したことによ

り、2000年 6月に第 9回山階芳麿賞を受賞した。 

4) 研究活動以外では、自然環境保全審議会委員、北海道自然

環境保全審議会委員などを勤め、わが国の自然環境の保全

に貢献した。また、野生動物の専門家として、日ロ、日米、

日豪、日韓間の渡り鳥等保護会議に出席したり、環境省の

希少野生動物保護増殖検討委員会(シマフクロウ、タンチ

ョウ、オジロワシ・オオワシ、エトピリカ、ライチョウの

各分科会)の委員を務め、渡り鳥や絶滅のおそれのある鳥

類の保護に貢献した。 

5) 1998年以来、「北海道猛禽類研究会」を主宰し、北海道開

発局、北海道、北海道電力などの各種事業における環境調

査結果に基づいて希少猛禽類の生態を明らかにし、事業地

に生息する希少猛禽類の保護と生息環境の保全に役立て

た。 
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2.環境大臣賞（6件） 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

群馬県 飯塚
いいづか

 政
まさ

弘
ひろ

 
1）館林市共催による「館林市民探鳥会」を主催し、館林市及

びその周辺市町村民に対する鳥類の保護や自然環境の保

全・保護の啓蒙に努めている。 

2）県の「愛鳥モデル校」巡回指導員としてこれまでの経験を

活かし、担当地区の小学校での野外活動や講演等を行って

いる。 

3）群馬県からの委託業務「鳥類生息密度調査」、「ガンカモ類

生息調査」に協力している。 

石川県 西屋
に し や

 馨
かおる

 1）トキの生息環境を調査研究するため中国陝西省野生動植物

保護協会との交流やトキ保護を題材とした環境教育に尽

力した。 

2）いしかわ自然学校インストラクター及び石川県希少種保全

推進員として、本州で唯一生息するイカリモンハンミョウ

の保護や、生息地である砂浜海岸の適正な保全のため生息

地の巡視等に努めている。 

3）これまで得られた調査結果や、いしかわ自然学校インスト

ラクター及び石川県希少種保全推進員の経験を活かし、県

内の小学校や公民館で講演・観察会を行った。 

長野県 片山
かたやま

 磯
いそ

雄
お

 
1）1974 年より長野県北部の山地のイヌワシ生息分布を調査

し、日本イヌワシ研究会の設立時より「全国イヌワシ生息・

繁殖状況調査」を続け、長野県内におけるイヌワシの繁殖

成功率等に係るとりまとめ結果を「長野県北部における

1970 年代後半と近年のイヌワシの繁殖状況と生息環境の

変化」として日本イヌワシ研究会誌に掲載した。 

2）2005年に長野イヌワシ研究会を設立し代表として、会員の

指導をはじめ、イヌワシの生態保護について長野県や地方

事務所、森林管理署、経営者協会、高校等で講演を行って

きた。 

3）イヌワシの営巣地付近での工事計画等への保護対策の提言

や、イヌワシの生息状況、狩場や営巣地の利用状況など情

報提供を行い、長年にわたる行政機関への協力を行ってき

た。 
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都道府県 被表彰者 功績概要 

京都府 高桑
たかくわ

 進
すすむ

 
1）「京女の森」の歴史、地質、動植物など総合的な環境調査を

実施するほか、安曇川源流域にある未調査であった京都市

内の天然林について 5年間かけて総合的な調査を行った。 

2）大学間里山交流会を立ち上げて各地の里山活動の交流を進

めるほか、公益財団法人日本鳥類保護連盟京都の支部長と

して野鳥観察を行っている。  

3）京都市伝統文化の森推進協議会の森林整備・景観保全委員

会の委員として、京都市東山にある東山の森の保全活動

や、嵐山国有林での環境教育活動を実施している。 

大阪府 平
ひら

 軍二
ぐ ん じ

 1）鳥獣保護員として大阪府北部の鳥獣保護や自然環境保全に

務め、毎年のガンカモ調査では吹田市のため池調査を担当

している。 

2）日本野鳥の会大阪支部、吹田野鳥の会、すいた市民環境会

議内で探鳥会・野鳥調査を実施し、吹田市周辺の野生生物

保護・保全に関する普及啓発に努めている。 

3）調査結果をベースに希少植物の保全や吹田市内の植物、野

鳥について絶滅危惧レベルをランク付けし、「レッドリス

トすいた 2021」として公表した。 

鹿児島県 出水
い ず み

市立
し り つ

 

鶴
かく

荘
しょう

学園
がくえん

 

1）特設教科「ツル科」の授業でツルの数を計測する調査に取

り組み、計測したツルの総羽数から出水市が活動の餌の量

を調節し、農作物への食害を減らしてツルと共生する環境

づくりを目指している。羽数調査データは各研究機関が重

要な資料として利用している。 

2）家族構成分散調査ではツルたちが家族単位でどこに飛んで

行き、どのような環境に多く集まっているのか、またその

年に生まれた幼鳥の数を明らかにし、今後の渡来数がどの

ように変化するかを検証している。 

3）鹿児島県ツル保護会、環境省出水自然保護官事務所、出水

市立高尾野中学校などと協働で活動に取り組んでいる。 
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3.文部科学大臣賞（2件） 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

鹿児島県 伊佐
い さ

市立
し り つ

 

南永
なんえい

小学校
しょうがっこう

 

1）講師を招聘して水質調査や生物調査を学び、白川川の美し

い景観及び野生生物を守るためにはどのような取り組み

ができるか計画を立て、実践している。地域の方々ととも

に環境保全及び生物保護について取り組んでいる。 

2）学習の成果として発表会でのスライド発表や県庁でのポス

ター発表、市報や新聞社等への投稿等を行い、白川川周辺

に生息する野生生物保護について情報を発信している。ま

た調査の結果を毎年「身近な水質環境の全国一斉調査」に

報告するとともに、地域に向けた白川川の更なる美化活動

を呼びかけた。 

3）国土交通省九州整備局川内川河川事務所、鹿児島県企画部

地域政策課、全国水質環境マップ実行委員会の協力を得な

がら活動に取り組んでいる。 

沖縄県 宮古
み や こ

島
じま

市立
し り つ

 

伊良部島
い ら ぶ じ ま

小学校
しょうがっこう

・ 

伊良部
い ら ぶ

島中
じまちゅう

学校
がっこう

 

1）10 月をサシバ保護月間として、「サシバ保護集会」、「サシ

バ飛来数調査｣、「サシバ俳句」、「サシバ保護の誓い」、「サ

シバ保護広報パレードへの参加」等、沖縄県自然保護課、 

宮古島市環境衛生課、公益財団法人日本自然保護協会、宮

古野鳥の会、栃木県市貝町立小貝小学校などと連携したサ

シバ保護の取り組みを続けている。 

2）総合的な学習の時間を中心に地域のクリーン活動など、サ

シバの中継地としての環境を守る取り組みを積極的に行

っている。 

3）サシバの中継地として環境保全を呼びかける看板の制作と

設置、サシバカルタの作成を行った。また、国際サシバサ

ミット 2021 宮古島大会に参加し、これまでのサシバ保護

活動の報告と地域のサシバの物語を英語で発表するなど

啓発活動を行った。 
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4.林野庁長官感謝状（3件） 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

群馬県 古見
ふ る み

 満雄
み つ お

 
1）県自然保護指導員や国有林野保護監視員を務め、希少種や

外来種の侵入などに対する巡視活動、玉原地区の国有林保

護監視活動など長年にわたり尽力した。 

2）玉原ダム工事の土捨て場の緑化や外来植物の駆除、湿原で

のシカ食害防止ネットの設置などの活動を行っている。 

3）月例観察会を開き、玉原の見所を案内し自然の大切さを啓

発している。市文化祭、環境フォーラムぬまた、県立自然

史博物館の特別展などに参加し活動成果を発表している｡

また、尾瀬高等学校自然環境科外部講師として 26 年間人

材育成にも尽力している。 

静岡県 金澤
かなざわ

 俊
しゅん

二郎
じ ろ う

 
1）1995年から静岡県鳥獣保護管理員として違法な捕獲等の取

り締り、鳥獣の保護、鳥獣保護管理に関する普及啓発、狩

猟者への安全指導等の業務に精励し、鳥獣保護行政の推進

に貢献を果たしている。 

2）2018年からカモシカ保護管理検討会委員、カワウ食害防止

対策検討会委員、環境審議会特別委員として、捕獲の現場

から貴重な提言を行っている。 

3）県猟友会会長として、豚熱防疫対策としての野生イノシシ

捕獲や経口ワクチンの散布の実施等を主導し、豚熱ウイル

スの拡散防止に寄与し、養豚農場への豚熱感染防止に貢献

した。 

4）環境省制作の狩猟等事故防止映像への協力や不法投棄の未

然防止及び早期発見等の取り組みに尽力した。 

栃木県 もおかエコの会
かい

 
1）市内で環境保全活動を実施している「もおか環境パートナ

ーシップ会議」と連携して、ビオトープ池や里山林の整備

など野生生物の棲み良い環境作りに努めている。 

2）小中学校への出前講座の実施やイベントへのブース出展、

企業と連携した工場見学と環境学習会の開催など様々な

場所で積極的に活動を行っている。 

3）会員の半数以上が栃木県から委嘱された「地球温暖化防止

活動推進委員」となっており、栃木県の環境事業を把握す

ることができている。市環境課が実施した「真岡市動植物

実態調査」への協力も行い、自然環境の把握に尽力した。 
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5.公益財団法人 日本鳥類保護連盟会長賞（3件） 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

埼玉県 三森
みつもり

 信行
のぶゆき

 
1）2007年から埼玉県の「傷病野生鳥獣保護治療事業」におい

て「傷病野生鳥獣保護診療機関」として、傷病野生鳥獣の

保護治療業務に携わり環境保全に貢献している。 

2）1980年 2月に上福岡市(現ふじみ野市）に診療拠点を構え、

42年以上にわたり専門の知識、技術、経験を活かして鳥獣

保護に活躍するとともに、県民の野生鳥獣保護思想の普及

啓発に尽力している。 

新潟県 布川
ぬのかわ

 耕市
こういち

 
1）県内各地で行われる探鳥会や講演の講師を務め、自然や野

鳥保護思想を広めるための貢献や、講演等を通じて森林生

態系の理解や保全につながる普及啓発活動に尽力した。 

2）イヌワシやコアジサシなど希少鳥類の生態調査と保全対策

を担当し、事業関係者や保護対策案等の助言をした。また

各種希少鳥類の生息分布調査の保護資料の収集と整備に

貢献した。 

3）国土交通省飯豊山系砂防事務所環境アドバイザーとして胎

内川や荒川流域の保全管理事業に関わり、野生鳥類保護の

観点から適切な助言を行った。 

滋賀県 草津
く さ つ

市立
し り つ

 

常盤
と き わ

小学校
しょうがっこう

 

1）県の愛鳥モデル校として総合的な学習の時間を中心に各教

科と連携して、野鳥などの生物に関する学習や野鳥の会の

専門家による愛鳥講演会を開催し、水鳥の種類や特徴など

を学習している。これらの活動を通じて人と環境にやさし

いまちづくりに貢献できる児童の育成に取り組んでいる。 

2）学校周辺の水路観察を行い、地域の自然に生息する生き物

や草木について専門家から教えていただきながら地域の

環境について学んでいる。 

3）ニゴロブナの稚魚の放流・救出、水田に生息する魚などの

観察を地域の方の支援で取り組み、自然を生かした環境に

やさしい米づくりについて学んでいる。 
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6.環境省自然環境局長賞（6件） 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

北海道 高橋
たかはし

 洋一
よういち

 
1）北海道タンチョウ給餌人として道内に生息する絶滅危惧種

であるタンチョウの保護のため、給餌事業に従事した。 

2）道内に生息する絶滅危惧種であるタンチョウの保護のた

め、生息活動の保全活動を行っている。 

3）道内のタンチョウの越冬分布・規模の把握等を目的とした

タンチョウ越冬分布調査に協力し、生息地や個体数の記録

を行っている。 

北海道 深瀬
ふ か せ

 之
ゆき

信
のぶ

 
1）鳥獣保護監視員として、鳥獣の保護や自然環境の適正な保

全管理のため、森林内の巡視等に努めた。 

2）山野に入る住民等への指導など、野生鳥獣保護思想の普及

啓発に貢献している。 

3）鳥獣保護監視員として実施している巡視活動中に発見した

野生生物の生息状況について、詳細な報告を行っている。 

京都府 西村
にしむら

 克之
かつゆき

 
1）日本野鳥の会京都支部の広報部部長や副支部長として、京

都の自然保護活動や探鳥会を実施し、野鳥保護・自然保護

の啓発を行った。 

2）京都府鳥類目録を作成した。 

3）京都府の受託で鳥獣保護区調査、ガンカモ調査を実施し

た。 

富山県 射水
い み ず

市立
し り つ

 

大門
だいもん

小学校
しょうがっこう

 

1）校区に流れている川に生息する希少価値の高い動植物の生

態を学び、保全や普及活動につながる学習を計画的に行っ

ている。 

2）学校創立以来、水槽やビオトープ等で地域住民、ビオトー

プアドバイザー、PTA、そして子どもたちと共に、生物等の

観察、水質管理、生きものの世話、環境保全に取り組んで

いる。平成 19年度より校舎にビオトープを設置し、地下水

を利用してバイカモ、トミヨ、タナゴ、蛍等の水生動植物

を飼育している。 

3）総合的な学習の時間を通して、3 年生が鮭の生態を学び、

卵の孵化に挑戦している。孵化の様子を観察するととも

に、放流するまで飼育を行っている。学習の結果をまとめ、

全校に調査結果を発表している。 
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7.公益財団法人日本鳥類保護連盟会長褒状（1件） 

 

 ◆個 人 

                                                

                         

                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県 被表彰者 功績概要 

宮崎県 新富
しんとみ

町立
ちょうりつ

 

富田
と ん だ

小学校
しょうがっこう

 

1）アカウミガメについて調べたことをまとめ、学校ホームペ

ージに活動の様子をこまめに掲載している。 

2）アカウミガメの産卵地である富田浜の環境保全のため、4年

生が生態調査や年 2回の清掃活動を実施している。 

3）外部講師に講話してもらい、学んだ内容を模造紙にまと

め、参観日に保護者に向けて発表している。 

宮崎県 延岡
のべおか

市立
し り つ

 

三
み

川内
か わ う ち

小中学校
しょうちゅうがっこう

 

1）昭和 53 年から三川内地区のホタルの個体数調査を行い、

毎年ホタル発表会として保護者や地域住民に向けて 1年間

学んだことや実践してきたこと、今後の展望などについて

の発表を行っている。 

2）ホタルの生息数の減少から、三川内河川清掃に取り組んで

いる。校区内 5地区に分かれ、保護者や地域の方と協力し

て河川清掃を行っている。 

3）平成 27 年から水槽でホタル養殖、令和元年にはプールで

カワニナの養殖実験、令和 2年から清流におけるカキ殻の

影響調査を通して、ホタルを増やす取り組みを行ってい

る。 

都道府県 被表彰者 

滋賀県 柴山
しばやま

 隆史
た か し

 



 - 9 - 

8.環境省自然環境局長感謝状  

 鳥獣保護管理員等（45件） 

都道府県 被表彰者 都道府県 被表彰者 都道府県 被表彰者 

北海道 小山内
お さ な い

 健
たて

昭
あき

 千葉県 植草
うえくさ

 三郎
さぶろう

 長崎県 大岩
おおいわ

 保
やす

雄
お

 

北海道 斎藤
さいとう

 羊
よう

一郎
いちろう

 千葉県 平岡
ひらおか

 誠
せい

一郎
いちろう

 長崎県 末吉
すえよし

 唯雄
た だ お

 

北海道 濱
はま

谷
たに

 義
よし

昭
あき

 神奈川県 青木
あ お き

 好雄
よ し お

 長崎県 瀬川
せ が わ

 榮一
えいいち

 

青森県 齋藤
さいとう

 晴男
は る お

 神奈川県 井上
いのうえ

 雄彦
ゆうひこ

 長崎県 松本
まつもと

 洋二
よ う じ

 

岩手県 久保
く ぼ

 実
のり

孝
たか

 神奈川県 大庭
お お ば

 髙
たか

行
ゆき

 熊本県 髙
たか

見
み

 和広
かずひろ

 

岩手県 夏井
な つ い

 一郎
いちろう

 新潟県 本間
ほ ん ま

 茂
しげる

 熊本県 田尻
た じ り

 治
はる

幸
ゆき

 

岩手県 藤澤
ふじさわ

 富男
と み お

 山梨県 大柴
おおしば

 長栄
たけよし

 宮崎県 岩下
いわした

 哲
てつ

見
み

 

岩手県 村木
む ら き

 典夫
の り お

 長野県 常田
と き だ

 英士
え い し

 宮崎県 大畑
おおはた

 文
ふみ

雄
お

 

山形県 梅川
うめかわ

 信
のぶ

治
じ

 静岡県 岩堀
いわほり

 博
ひろ

行
ゆき

 鹿児島県 岩元
いわもと

 重巳
し げ み

 

山形県 黒坂
くろさか

 孝
たかし

 静岡県 勝間田
か つ ま た

 榮
さかえ

   

山形県 丸山
まるやま

 茂
しげる

 静岡県 藤井
ふ じ い

 建彦
たてひこ

   

山形県 山口
やまぐち

 富
とみ

哉
や

 静岡県 山本
やまもと

 誠
せい

次
じ

   

山形県 横山
よこやま

 隆
たか

春
はる

 愛知県 加藤
か と う

 信行
のぶゆき

   

福島県 庄司
しょうじ

 二郎
じ ろ う

 京都府 大ヶ谷
お お が や

 宗一
そういち

   

福島県 髙崎
たかさき

 勝
かつ

幸
ゆき

 島根県 長廻
ながさこ

 哲雄
て つ お

   

栃木県 長野
な が の

 勝
まさる

 愛媛県 菅
かん

 保
やす

弘
ひろ

   

群馬県 杉原
すぎはら

 勇逸
ゆういつ

 愛媛県 高橋
たかはし

 寿夫
ひ さ お

   

千葉県 石田
い し だ

 一
かず

久
ひさ

 愛媛県 吉田
よ し だ

 美
よし

教
のり

   


